
放射線測定器
ガイガーカウンターSP2

取扱説明書

このたびは、弊社製品「ガイガーカウンターSP2」をお買い上げいただき、ま
ことにありがとうございます。ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みいただ
き、正しくご使用ください。この取扱説明書は、お読みになった後も大切に保
管してください。

本体仕様
●サイズ： 幅62×奥行き90×高さ25 mm（クリップ含まず）
●重量： 約100g
●計測器：半導体検出器， x線またはγ線を測定
●測定範囲：累積放射線量当量Hp(10)：0～9999mSv
 放射線量当量率Hp(10)：0.01μSv/h～999.9mSv／h
 作業時間：1分～99時間59分
●相対固有誤差：＜±15%（1μSv/h～1Sv/h）
                        ＜±30%（0.1μSv/h～1μSv/h）
●放射能量誤差：＜±30％（48keV～1.5MeV）
●放射線量増加通知値： 0～999μSvの間で連続調整可
●表示: LCD
●電源：単3型3.6V、1.2Ah電池1個（約2,000時間利用可能）
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●乾電池をセットする

※測定値や稼働時間は、使用環境により変動します。
※乾電池は特殊な容量とサイズになりますので、交換の際はご注意下さい。

本体各部

上面

前面背面 右側面

本体背面下部の電池カバーを外して、付属の3.6V、1.2Ah電池（特殊な容量
サイズとなりますのでご注意下さい）1本をセットして下さい。ビープ音が1回
鳴ったあと、LCD部にStbyと表示され待機モードになります。
本計器は電池を交換することによって回路内がリセットされ、それまで記録し
ていた累積放射能量についてもリセットされます。

●電源ON/OFF

●ボタン操作説明
本計器には2つのボタンが備わっています。

本体上面右のメニューボタンと、
本体背面の電池カバーを外した中にある補助ボタンで操作を行います。

モード表示切り替え
作業モード中にメニューボタンを押すことにより“累積放射線量→放射線量率
→作業時間”の表示切り替えが可能です。

本計器は工場出荷時は待機モード（液晶表示は“Stby”）に設定されてます
（電池装着時に計器は自動で直前のモードで起動します）このため当項目では
計器が待機モードの状態だという前提で説明します。

※本計器は単独で稼働しPCとのデータ転送機能は対応しておりません。

①電源ON
計器単独で計測する際、待機モード（液晶表示は“Stby”）状態でメニューボタ
ンを長押しすると下図の画面が出るので約3秒押したままにします。液晶部表
示が“ on X”, X部分は数字が3、2、1、0と変わるまで動いた後、ピピッとビー
プ音が鳴り作業モードに突入し、液晶に0.05μSv·h-1と表示され  “Sv”記号
が点滅すれば正常に開始したことになります。作業モード開始前にメニューボ
タンを離すと待機モードに戻りますのでご注意下さい。

ボタン電池カバー

※裏面へ続きます

●表示説明

アラーム

数値表示

累積放射線量表示

放射線量率表示

作業時間表示

単位

電池容量表示

電池カバー

アラーム通知
LEDランプ

ディスプレイには下記図のような数字と記号が表示されます。
内訳は以下の通りです。

5桁の数字，4つの小数点、2つの“:（コロン）”、
Ds　(累積放射線量表示，Dose)，
Rt　(放射線量率（μSv/hr）表示，Rate)，
T　（電源ONからの作業時間表示，Time），
警告記号、
電池容量不足記号、
累積放射線量単位μSvとmSv，放射線量率単位μSv·h-1とmSv·h-1。

●モード
本計器には2つのモードがあります。

  □作業モード：測定および警報機能、データ記録（液晶表示は数値表示）
  □待機モード：計器はスタンバイとなり、測定休止状態（液晶表示は“Stby”）
　　　　（待機時にメニューボタンを押すと過去の計測データが表示)

赤外線通信ポート
（使用しません）

メニューボタン

メニューボタン

クリップ

補助ボタン

補助ボタン

ブザー
スピーカー口

LCDディスプレイ ②電源OFF
作業モード時にメニューボタンを長押しすると下図の画面が出るので約3秒
押したままにします。液晶部表示が（X部分は数字が3、2、1、0と変わる）で動
いた後ピッとビープ音が鳴り待機モードに突入し、液晶表示は“Stby”になり
ます。待機モード開始前にボタンを離すと作業モードに戻ります。

注意！！
3.6Vニッケル電池AAサイズ（5号）が適用可能です。
交換の際はご注意下さい。

計器の使用が完了後、モードを待機モードにしてください。
長期間使用しない時は必ず電池を取り出してください。
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●表示説明 ●その他の操作説明

■作業モード表示

■待機モード時表示

※別紙に続きます

■警告通知（アラーム音とLED）種類■

電源ON
LEDランプ点滅後、アラーム音が2回鳴ります。

放射線量増加
累積放射線量が毎1μSvごと(又は他に設定した数値)にアラーム音が一回鳴
り、LEDも同じく1回点滅します。

累積放射線量および放射線量率超過警告
1秒周期でアラーム音およびLED点滅が発生し液晶にも対応記号が表示

作業時間超過警告
1秒周期でアラーム音およびLED点滅が発生し液晶にも対応記号が表示

計器計測不能警告
1秒周期でアラーム音およびLED点滅が発生し液晶にも対応記号“dEtF”が
表示。

電池容量不足警告
15分ごとに4回のアラーム音およびLED点滅が発生し液晶にも対応記号　
　　　　が表示。

アラーム音継続
警告通知が発生している際、メニューボタンを押すことによりアラーム音およ
びLED点滅が止まりますが、液晶の警告記号表示は残ったままとなります。そ
の後再度放射線量率警告値を超えた場合や電源を一度切って入れなおした
場合、再度アラーム音とLEDが点滅が発生します。

データ転送
ご利用いただけません。

累積放射線量リセット
本計器は待機モード突入時に累積放射線量をEEPROMに保存し、待機モー
ド中はメニューボタンを押すことにより液晶に表示させます。デフォルト設定
では電源ON時に自動で累積量をリセットするようになってます。

記録データ表示
計器が測量を終え待機モードに入ると液晶に “stby”と表示されます。このモ
ード下でメニューボタンを押すと過去の計測データが表示されます。表示は
ボタンを押すごとに作業時間、累積放射線量、最大放射線量率、最大放射線量
率発生時間、累積放射線量警告値、放射線量率警告値、作業時間警告値、放射
線量増加通知値、計器シリアル番号が順番に切り替わります。

■単独駆動での各種警告値設定

計器単独で作業する際、各種警告値は手動で直接設定します。しかしその際
累積放射線量と放射線量率について数式に基づく3項目の数値から設定しま
す。具体的には“X.Y×10n”の数式より、X軸は1～9の間、Y軸は0～9の間、
n乗は0～5の間でそれぞれ数値設定をし、μSv（或いはμSv/h）の値を導き
出します。例を出すと“X、Y、n”を“1.8 2”とした場合、1.8×102となり、180
μSv/hを示すことになります。
警告値設定前に計器を待機モードにし、メニューボタンと補助ボタンを同時に
押すと、液晶にSET”と表示され、警告値設定モードに突入します。モード突入
後、最初に放射線量率の現在警告値が表示され、設置ボタンを押すと数値修
正に切り替わります。
数値設定は以下の通りです。
点滅する数値の桁で設定可能で、メニューボタンを短く押すと数値変更、メニ
ューボタンを長押しで次の桁に移行します。最後の桁を数値設定後メニュー
ボタンを長押しすると設定値が保存され、警告値設定が完了となります。

■放射線量率警告値設定
放射線量率の設定可能範囲警告値は1.0×100 ～9.9×105、つまり1μ
Sv/h～990mSv/hとなります。
ここでは仮に180μSv/hだった警告値を10μSv/hへ設定するとした場合を
例に操作手順をご説明します。：
⑴待機モード時に補助ボタンを2秒以上長押しし、設定モードに入ります。液
晶には設定値の “1.8  2”（= 1.8×102 μSv/h）が表示されます。；
⑵数字の“1”が点滅してるので変更可能ですが、ここでは変更する必要ない
のでメニューボタン長押しで次の桁に移ります。“8”の桁に点滅が移ったらメ
ニューボタンを連続で短押しし数値を“0”に変更します。
⑶メニューボタン長押しで末尾桁の “2”に点滅が移るので、メニューボタン
を連続で短押しし数値を“1”に変更します。これで液晶の表示数値が“1.0 
1”，すなわち“1.0×101”となり、放射線量率の警告値が10μSv/hとなった
ことになります。；
⑷再度メニューボタン長押しで設定値を保存すると数値が確定され、放射線
量率警告値の設定が完了します。
⑸その後補助ボタンを2秒以上長押しすると設定モードから退出し、待機モー
ドに戻ります。
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※本計器は単独で稼働しPCとのデータ
　転送機能は対応しておりません。

※

※

※本計器は単独で稼働しPCとのデータ
　転送機能は対応しておりません。

※

※
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待機状態の事
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1年間
※販売店名、お買い上げの記入のない保証書は無効となり、無料修理はできなくなります。

※お買い上げ日
年 月 日

お買い上げ日より保 証 期 間

ふ り が な

※販 売 店

ご 氏 名

ご 住 所

電話番号　　　　（　　　　　）

〒

E - Mail

シリアル番号 なし

製 品 名 ガイガーカウンターSP2

この度は弊社製品をお買い上げ頂き、誠にありがとうございます。
保証期間内にお客様の正常なご使用状態で万一故障した場合には、本保証書記載の保証規定に従い、修理を実施いたします
ので、お買い求めの販売店様に本保証書を添えてお申し出下さい。保証期間内につきましては無料で修理いたします。尚、やむを
得ず郵送を必要とされる場合には、販売店様までの送料をご負担頂くようお願い申し上げます。
※本保証書は再発行をいたしませんので、大切に保管して下さい。
※本保証書は日本国内においてのみ有効です。
保証期間内でも次の様な場合は有償修理となります。
・本保証書をご提示されない場合
・本保証書の所定の事項の未記入、字句を訂正されたもの及び販売店・社印または社名または社名の未記入の場合
・火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変による故障及び損傷
・使用者側での輸送、移動時の落下など、お取り扱いが不適当なため生じた故障及び損傷
・説明書に記載の使用方法及び注意事項に反するお取り扱いによって生じた故障及び損傷
・改造またはご使用の責任に帰すると認められる故障及び損傷
・他の機器との接続が原因で本製品に生じた故障及び損傷
※本製品の故障またはその使用中に生じた直接または間接の損害（データ損失を含む）につきましては弊社はその責を負いません。

［製品サービス保証書］

記載内容に不備がある、記載内容と相違がある場合、最新マニュアルを公開している場合がございます。ダウンロードページ
をご確認ください。　http://www.thanko.jp/download/

サンコー株式会社 サポート部 
〒101-0021 東京都千代田区外神田3-14-8 新末広ビルB ３F
TEL 03-5297-7143 FAX 03-5297-7144　E-mail support@thanko.jp　URL http://www.thanko.jp/　

ご連絡不要で、修理・初期不良対応させて頂きます。
詳しくは下記ページをご覧下さい。

http://www.thanko.jp/repair

注意
下記の注意事項を守らないと、火災・感電・けがなどのトラブルの原
因となります。
●コードを傷つけない
コードを傷つけると、火災や感電の原因となります。コードに傷がつ
いた場合は、ただちに使用を中止してください。
●改造をしない
火災や感電、けがの原因となる場合があります。また、改造行為は、
保証期間内であっても、サポートの対象外とさせていただきます。
●ぬれた手でプラグにさわらない
感電の原因となる事があります。
●幼児の手の届かない場所に置く
手を挟まれたり、ケースの鋭利な箇所などが、けがの原因になるこ
とがあります。
●水や異物を入れない
水や異物が入った場合、火災や感電、故障の原因になる場合があり
ます。異音・異臭・煙が出たら、即、ご使用をお止めください。
万が一異常が起きたら
即急にパソコンを終了させ、コンセントから、またはUSBから抜い
てください。
○定期的な点検をお願いします
本製品は精密機器となります。ほこりやよごれなど、誤作動の原因
となる場合がございますので、定期的に清掃、まだ動作の異常がな
いか、点検・確認をお願い致します。

サポートのご案内
本マニュアルの記載内容に不備がある、記載内容と相違がある場合、新しいマニ
ュアルを公開している場合がございます。ダウンロードページをご確認ください。

http://www.thanko.jp/download/

お買い上げいただいた商品の調子が悪い、壊れたと思われる症状が発生した
場合は、下記のＱ＆Ａページをご確認ください。
サンコー サポートページ http://www.thanko.jp/support/

上記ページに該当する項目がない、記載されている回避方法を確認しても改
善されない場合は・・・
メールでのお問い合わせ
お客様のお名前、お買い上げいただたいた商品名、ご利用のＯＳ（XP、Vista、7）、
お問い合わせ内容を記載していただき、下記URLをご確認の上ご連絡ください。
サンコー サポートメール http://www.thanko.jp/mail/

修理のご案内
お客様のお名前、お買い上げいただたいた商品名、ご利用のＯＳ（XP、Vista、
7）、内容を記載していただき、弊社サポートまでご連絡不要でご送付ください。
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累積放射線量警告値設定
累積放射線量警告値についても放射線量率の時と同じ方法で設定できます。設定
可能範囲は1.0×100 ～9.9×106μSv，即ち1μSv～9,900mSvとなります。 
   
作業時間警告値設定
作業時間警告値の設定形式はhh:mmとなり、00:01～99:59、即ち最小1分か
ら最大99時間59分の間で設定可能です。時間を00:00と設定時は作業時間警
告がオフ状態となります。

放射線量増加通知値設定
放射線量増加通知値の設定範囲は000から999の間で、仮に液晶表示が
“015”となってる場合、増加通知量は15μSvを意味します。

計器シリアル番号設定
測定器のシリアル番号の設置範囲は000から999。の間で、仮に液晶表示が“n 
345”となってる場合、シリアル番号は345番を意味します。

警告値設定モードから退出
各設定モード下において補助ボタンを2秒以上長押しすることにより、設定モード
を退出し待機モードに戻ることができます。
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